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１．開催概要 

  日時場所 1 日目（北部地域）： 

令和６年 11 月 17 日（日）14:00～16:00 

（場所：小曾木市民センター第 1・2 会議室） 

     2 日目（東部地域）： 

令和６年 11 月 23 日（土） 14:00～16:00 

（場所：青梅市役所 2 階 201～202 会議室） 

3 日目（西部地域）： 

令和６年 11 月 24 日（日） 14:00～16:00 

（場所：梅郷市民センター第 1・2 会議室） 

  開催方法 各班に分かれ、以下のテーマについてワークショップ 

形式で検討 

         テーマ１：人口減少・少子高齢化に対応したまちづくり 

         テーマ２：誰もが安全で安心のまちづくり 

         テーマ３：自然・文化などの地域資源を守り、活かす 

まちづくり 

  参加者数 1 日目：7 人  2 日目：8 人  3 日目：9 人 

  周知方法 市広報・HP による周知 

市 LINE・X・行政メールによる周知 

市民センター等へのチラシの掲示・配布 
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青梅市都市計画マスタープラン改定にかかる地域別座談会 
「まちづくりワークショップ～これからの青梅市について考えよう～」 

実施報告 

資料２－２ 
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２．重要シールの集計結果 

  全ての会で「交通サービス」や「空き家対策」、「自然環境の

保全／景観資源・自然景観の保全」への回答が多い傾向にあ

る。 

  北部地域で実施した１日目は、テーマ３への回答が少なかっ

た一方、「空き家対策」に対する回答が多い。 

  東部地域で実施した２日目は、「居住環境」への回答が少なか

った一方、「交通サービス」への回答が多い。 

  西部地域で実施した３日目は、「景観資源・自然景観の保全」

に対する回答が多い。 

 

※ワークショップ内でのご意見では、「既に満足しているもの

に対してはそれほど意見がない」という旨の発言がありま

した。そのため、回答が少ない項目は、ただ興味・関心が

薄いわけではなく、現状の満足度が高いことや課題意識が

高くないことなど、様々な理由があり、回答が少ないと考

えられます。 
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３．主な意見について（意見分野のみ抜粋） 

 

 

【ワークテーマ１：人口減少・少子高齢化に対応したまちづくり】 

・公共交通（バス等）に関するもの ・道路環境や自転車環境に関するもの ・魅力ある拠点形成に関するもの 

・働く場所の形成に関するもの ・黒沢地区採石場跡地に関するもの 

 

 

 

【ワークテーマ２：誰もが安全で安心のまちづくり】 

・空き家対策に関するもの ・防災意識の醸成に関するもの ・情報発信に関するもの 

・災害時の拠点形成に関するもの 

 

 

 

【ワークテーマ３：自然・文化などの地域資源を守り、活かすまちづくり】 

・森林の保全に関するもの ・農林業活性化に関するもの ・環境学習に関するもの 

・公園に関するもの ・観光に関するもの ・景観に関するもの 


